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安
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改
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法
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線
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た
部
分
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加
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る
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。
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定
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傍
線
部
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が
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も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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別表第 1 (第 1条関係)

1 飼料一般の成分規格並びに製造、使用及び保存の方法

及び表示の基準

①~④(略)

⑤飼料一般の表示の基準

ア(略)

イ飼料(飼料添加物を含むものに限る。)には、次

に掲げる事項を表示しなければならない。

(刀~け)(略)

(往)

督 欄 巡

1 飼料添加物の名称の表示については、法第2

条第3項の規定に基づき農林水産大臣が飼料添

加物を指定する場合に、当該飼料添加物の名称

として用いるものによるものとする。ただし、

次の表の左欄に掲げる飼料添加物については、

同表の相当右欄に掲げる名称によることができ

る。

称飼料添加物名名

(略)(略)

(略)アルギン酸ナトリウム

イソロイシンLーイソロイシン

別表第 1 (第 1条関係)

1 飼料一般の成分規格並びに製造、使用及び保存の方法

及び表示の基準

①~④(略)

⑤飼料一般の表示の基準

ア(略)

イ飼料(飼料添加物を含むものに限る。)には、次

に掲げる事項を表示しなければならない。

⑦~け)(略)

姓)

(略)

ウ

椿

2 3

(略)

幽 温

(略)

1 飼料添加物の名称の表示については、法第2

条第3項の規定に基づき農林水産大臣が飼料添

加物を指定する場合に、当該飼料添加物の名称

として用いるものによるものとする。ただし、

次の表の左欄に掲げる飼料添加物については、

同表の相当右欄に掲げる名称によることができ

る。

飼料添加物名名 称

(略)(略)

(略)アルギン酸ナトリウム

(新設)(新設)

(略)(略)(略)

(略)

ウ

2 3

(略)



2 J^゛

別表第 2 (第2条関係)

(略)1 ~ 6

7 飼料添加物一般の試験法並びに各飼料添加物の成分規

格及び製造方法等の基準に用いる標準品、試薬・試液、

容量分析用標準液、標準液、色の比較液、計量器・用器

、ろ紙、滅菌法及びべルトラン糖類定量表の規定

①(略)

②試薬・試液

(略)

亜鉛(標準試薬)~イソプロパノール(略)

Lーイソロイシン、定量用乾燥したものを定量する

6 (略)

とき

上を含むもの。

一酸化鉛~

1 ーオクタ

、 L ーイソロイシン( C O HWN O .) 99.0%以

S 本品は、白色の粉末である。

1宣1犬.本品 1.1 ミ(1.05~ 1.14 E ) を量り

加えて溶かした液は澄明である。

2

(略)8 ーオキシキノリン試液

ンスルホン酸ナトリウム

ー^

別表第2 (第2条関係)

(略)1 ~ 6

7 飼料添加物一般の試験法並びに各飼料添加物の成分規

格及び製造方法等の基準に用いる標準品、試薬・試液、

容量分析用標準液、標準液、色の比較液、計量器・用器

、ろ紙、滅菌法及びべルトラン糖類定量表の規定

①(略)

②試薬・試液

(略)

亜鉛(標準試薬)~イソプロパノール(略)

(新設)

6

含量

(略)

定量法

0%以上98

0.ooolg の桁まで量り、その数値を記録し、水25

mLを加え、 0.1m01/L水酸化ナトリウム溶液で滴定

105でで 2時間乾燥した本品約 0.4g を

する(指示薬

(略)

C 8 H 17N a 03

フェノーノレフタレイン溶液 2 ~ 3

、 水50mLを

一酸化鉛~8ーオキシキノリン試液

(新設)



滴)終点は

とする。

0.1m01/ L 水酸ヒナトリム谷液 l mL=21.672m

C H 3 ( C H 2)7 S 03 N a

オクタン酸~中和エタノール(略)

定量用 L ーイソロイシン L ーイソロイシン、定量用

の項に定める

液の色カジ赤色を15秒間保つとき

定量用エトキシキン~ブタノーノレ、第二

0 -フタノレアノレデヒド C ' H 4 C H O)

淡~色の結1である。

純度試験類縁物質本品1 をエタノール10mLに

溶かし 液とする

タノールを加えて正に10omLとし比液とる

液及び比液をそれぞれ10Lずつ量り次の

牛でガスクロマトグラフ一を行いピー操

ク面を測定するとき、液の主ピーク以外のピ

ークの合計面は比液の主ピーク面より大

きくないただし、面測定の囲は、溶媒ビー

クのN ろから主ビークの保持時間の 7 立までと

液 lmLを正に量り、エ

(略)

本品は、2

操作条件

出器:熱伝導度検出器

カラム充坂」

液相担体に対して10%のメチルシリコーン

オクタン酸~中和エタノール

(新設)

定量用エトキシキン~ブタノーノレ、第二

(新設)

ポリ 買マ^

(略)

(略)



担体

スク

カラム管

酸及びシラン処理した17フ~250umのガ

ロマトグラフィー用ケイソウ士

カラム温度

キャリヤーガス

する。

フタル酸水素カリウム(標準試薬)~ホウ砂

ポリオキシエチレン(23)ラウリルエーテル

流量

内径 3mm、長さ 2mのガラス管

ヒドの保持時間が 3 ~4分になるように調整

毎分約50mLの一定量で 0

180゜C付近の一定温度

^ i'^

40 )23 C 12H 260

ポリソノレベート20~メリビオース(略)

2ーメルカプトエタノール HSCH2CH20H

へりウム

品は、無色澄明の液体である。

メノレチトース~レゾノレシン(略)

③~⑨(略)

8 各飼料添加物の成分規格及び製造の方法等の基準

①~⑳(略)

⑳ Lーイソロイシン

比重

フタノレアノレデ

ア製造用原体

⑦成分規格

(略)

(C 2 H

含量本品は、 105゜Cで4時間乾燥した後、定量す

るとき、 L

0%以上を含む。90

フタル酸水素カリウム

(新設)

、 イソロイシン(C'H玲NO.)

ポリソノレベート20~メリビオース

(新設)

メノレチトース~レゾノレシン(略)

③~⑨(略)

8 各飼料添加物の成分規格及び製造の方法等の基準

①~⑳(略)

(新設)

(標準試薬)~ホウ砂

(略)

(略)

杢
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物理的・ヒ学的性

里本品は、白色の結晶又は結晶性の粉末であ

丕L」

②品の水溶液又は水懸濁液(0.2→2のの H

は、 4.5~フ.0である

確認試験本品の水溶液 1→100の 5mLにニン

ヒドリン谷液(1→1000) 1mLを加え 3分間

加熱するときその溶液は紫色を呈する

純度試験

①_些直董逃塵本品を105゜Cで4時間乾燥し

の約 2 を0.01 の桁まで量りその'

記録し、 6movL塩酸試液に溶かし、 50mLとし

必要ならぱろ過し、

定るとき〔α〕⑳

なけれぱならない

(0.45~0.54 )を量り、鉛

度法 1法)により鉛の

その量は 2 /以下でな

このとき劃梗準液は

アンモニウム塩

度試験 3 を準用するこの場合において

「0.1 」とあるのは「0.01 」と「アンモ

ウム粳準液 2mL とあるのは、「アンモニこ二

ウム、、 3mL と読み替えるものとする(

0.30%以下)

この'谷液の旋'を'1

十 38.0~+ 41.5゜で^

③鉛本品0.5

試験法(子吸'

試験を行うとき、

ければならない

アミノ酢酸'造用 の

そ
を

②
一



0.5mLを全量ピペットを用いて量り

量フラスコに入れ、硝酸(1→150)を標線ま

で加えて50mLとし、標準液とする。

④ヒ素

ラスコ

本品1.0又(0.95~1.04又)

に量り、硝酸10mL及び硫酸 5

、 静かに加熱する。溶液がなお褐色を呈する

ときは、放冷した後、硝酸 1 ~ 2mLを追加し

て加熱し、溶液が無色~微黄色になるまでこ

の操作を繰り

0.5mLを加え、

放冷した後、飽和シュウ酸アンモニウム溶液

、

15mLを加え、再び白煙が発生するまで加熱す

50mLの全

る。放冷した後、水を加えて約10mLとし、

返す。放冷した後、過塩素酸

白煙が発生するまで加熱する。

れを試料溶液として装置Aを用いる方法によ

リヒ素の試験を行う。このとき、吸収液の色

は標準色より濃くてはならない(2μg/g 以下

)。

乾燥減量 2.0%以下( 5 又,105゜C,4時間)

を分解フ

mLを加え

0

強熱残分1.0%以下(1 R)

定量法本品を105゜Cで 4時間乾燥し、その約0.25

g を有効数字4桁まで量り、その数値を記録し

、水を加えて溶かし、 250mLの全量フラスコに入

0

れ、更に水を標線まで加えて250mLとし、試料溶

液とする。

で液体クロ

、

この試料溶液5乢につき、次の条件

マトグラフ法により試験を行う。得

と



られたク

ピーク面

Lーイソ

ロマトグラムからしーイソロイ シンの

0

を測定

ロイ tノン

操作条件

し、別に求める量によ

度を求め A量を算出

動相及び発色液送液用の二つのポ

ンプ、試"'入部、カラム応、

出器及び記録'からなり.カラム及び

応は恒温に保たれるものを用いる

出器:蛍"度計(励起波長:338nm 蛍

'波長:425nm

カラム:内径4.6mm 長さ 150mmのステンレ

スに粒径 3 mの液クロマトグラフ用

オクタデシルシリルヒシリカゲルを充填

する。

カラム温:60゜C

内径約0.25mm応槽(応コイル

さ約3.omの管

動:りン酸二水素カリム3.4 及び1

ーオクタンスノレホン酸ナトリウム 1.62

を水に溶かし10oomLとするこの液にメ

タノール266mLを加えた後りン酸で

H2.5に・整する。

応液:水酸ヒカリウム 13.25 、ホウ酸

り
る



標準

ソロ

00 套、 0

メルカプ

5mL及び3.5%ポリオキシエチレン(ーノレ

23)ラウリルエーテル1.25mLを水に加え

て溶かし10oomLとする。

移動相流量

フタノレアノレデヒド0.

トエタノーノレ 1 mL、

反応液流量

反応温度

検量線の作成

定量用 L ーイソロイシン約0.25交を0.001

旦の桁まで量り、その数値を記録し、水を

加えて溶かし、 50mLの全量フラスコに入れ

毎分1. omL

毎分0.5mL

60゜C

35 又、

メタノ

、更に水を標線まで加えて50mLと

原液とする(この溶液 lmLは、 L

イシン

する。)

量に水を加え、 1mL中に0.5mg、 1.omg及び

1.5mgを含有するように正確に希釈する。各

溶液を必要に応じて0.45Umのメンブランフ

イルターでろ過し、標準液とする。標準液

( C , HWN O .)として 5mgを含有

。使用に際して、標準原液の一定

5乢ずつにつき、以下試料溶液の場合と同

様に液体クロマトグラフ法により試験を行

う。得られたクロマトグラムからしーイソ

ロイシンのピーク面積を求めて検量線を作

成する。

し、

ーイ

巧
2



q)'造の方法の基準

Cor nebacterium lutamicum KCCM 80189株を

養し立を終了した後立養物をろ過して体

を除去ししーイソロイシン'結 1画ノを分籬す

るさらに結晶を精'し、'られた形物を

燥して'造すること。

φ)保の方法の基準

密閉容器に保子すること。

イ製劃

⑦成分規格

四)~岡(略)

9) L ーバリン

ア製造用原体

⑦成分規格

含量~確認試験(略)

純度試験

①~③(略)

④ヒ素品1.0 (0.95~1.04 )を八停フ

酸10mL及び硫酸 5mLを加えラスコに量り

かに加熱する。溶液がなお褐色を呈する

Lーイソロイシン'造用体

する。

(イ)保の方法の基準

L ーイソロイシン'造用、体の

準を準用る

側~側(略)

⑳ L ーバリン

ア製造用原体

⑦成分規格

含量~確認試験(略)

純度試験

①~③(略)

④ヒ素 Lーイソロイシン'造用

試験④を準用する。

体の純

の方法の基



乾燥減量~定量法

(イ)保存の方法の基準

イ製剤(略)

m)~叫(略)

(略)

(略)

ときは、放冷した後、硝酸 1 ~ 2mLを追加し

て加熱し、溶液が無色~微黄色になるまでこ

の操作を繰り返す。放冷した後、過塩素酸

0.5mLを加え、白煙が発生するまで加熱する。

放冷した後、飽和シュウ酸アンモニウム溶液

リヒ素の試験を行うとき、

準色より濃くてはならない

乾燥減量~定量法(略)

(イ)保存の方法の基準(略)

イ製剤(略)

⑳~価1)(略)

15mLを加え、再び白煙が発生するまで加熱す

る。放冷した後、水を加えて約10mLとし、

れを試料溶液として装置Aを用いる方法によ

吸収液の色は、

( 2 Ug/ g 以下)

標

0

こ
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